
　　　　　　　　　まちづくりのためのＳＷＯＴ分析シート・Ａ表　　　　　　　　　　　　　　　（自治体名：　　　　　　　）

内部環境 強み（Strength） 弱み（Weakness）

人的
資源

財務的
資　源

物的
資源
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が

ま

ち

情報的
資　源
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圏

総　合



　　　　　　　　　　まちづくりのためのＳＷＯＴ分析シート・Ｂ表　　　　　　　　　　　　　　（自治体名：　　　　　　　）

外部環境 地域・圏域を取り巻く状況（特に重視する項目にチェック） 市町村行政に対する住民ニーズ

□男女協働社会の実現　　　　□高齢者の社会参加
□都市住民の田園指向・地方の見直し　　□里山保全の重視
□自然指向のスポーツ・文化振興　　□ノーマライゼーションの進展
□自然エネルギーの活用　　　□循環型社会の実現
□高度情報化の進展　　　　　□ＩＴ産業の振興
□高速交通網の整備進展　　　□物流の効率・高速化
□海外からの観光客の流入拡大　　□安全食品・スローフード指向
□ＮＰＯ活動の活発化　　　　□コミュニティビジネスの振興
□構造改革特区など規制緩和　□地方分権の推進

（特に重視する事項）

機　会
Opportunity

（その他重視する事項）

□少子高齢化・生産人口減少　□過疎進行・都市集中
□自然破壊・環境汚染　　　　□伝統文化・祭りの衰退
□情報過疎の深刻化　　　　　□情報技術者の人材難
□高速交通網の整備の遅れ　　□医療従事者不足の深刻化
□国・地方財政の逼迫　　　　□地域住民の共助関係の薄れ

（特に重視する事項）

　　
我

が

ま

ち

脅　威
Threat （その他重視する事項）

機　会
Opportunity

（特に重視する事項）

広
域
圏

脅　威
Threat

（特に重視する事項）



内部環境 強み（Strength） 弱み（Weakness）

人的
資源

・歴史伝統に対する住民の誇りが高い
・地域ボランティアに取り組む住民の割合が多い
・有名な陶芸家が住んでいる
・福祉学科の大学がある
・情報公開を意識する職員がいる

・女性の社会進出が遅れている
・自主防災組織の数が少ない
・行政が階層型組織で良い仕事にインセンティブが働き
　にくい
・情報技術の専門職員がいない

財務的
資　源

・陶磁器の産業基盤がある
・私募債を引き受けている

・財政基盤が弱い

物的
資源

・ 60％を占める近郊に山林の自然がある
・やきもの産業の伝統と歴史がある
・ＩＴインフラが整備されつつある
・県の工業技術研究所がある
・伝統的工芸品の指定が 2件ある
・国定公園を抱える
・公民館が小学校単位にある

・産業廃棄物の処理場が限界に達している
・下水道普及率が低い
・小規模校が増えており、学童保育の支援体制が不十分
・医師、保健婦が絶対的に不足
・大型車両の通過交通が多い

　　
我

が

ま

ち

情報的
資　源

・「陶芸のまち」という全国ブランドがある
・セラミック技術の集積
・環境博覧会の会場候補地となっている
・森林資源を生かした特色ある学校づくりを推進している

・若い世代に魅力的な住環境の整備が遅れている
・中高齢者に比べ都市の若者に対するアピールが乏しい
・観光客を狙った犯罪が多発傾向にある

広
域
圏

総　合

・陶芸祭りと近隣町の産直祭りが相乗効果を上げている
・公共施設を結ぶ広域情報ネットワーク整備が進展
・川の上下流の連携による環境保全の住民活動が活発

・火山活動の要注意エリアに含まれている
・東部に山があり、都市への交通が迂回路となる
・自治体職員の間の意識差が大きい



　　　　　　　　　　まちづくりのためのＳＷＯＴ分析シート・Ｂ表　　　　　　　　　　　　　　（自治体名：　　　Ｓ町　）

外部環境 地域・圏域を取り巻く状況（特に重視する項目にチェック） 市町村行政に対する住民ニーズ

□男女協働社会の実現　　　　■高齢者の社会参加
■都市住民の田園指向・地方の見直し　　□里山保全の重視
□自然指向のスポーツ・文化振興　　□ノーマライゼーションの進展
□自然エネルギーの活用　　　□循環型社会の実現
□高度情報化の進展　　　　　□ＩＴ産業の振興
■高速交通網の整備進展　　　□物流の効率・高速化
□海外からの観光客の流入拡大　　■安全食品・スローフード指向
□ＮＰＯ活動の活発化　　　　■コミュニティビジネスの振興
□構造改革特区など規制緩和　■地方分権の推進

（特に重視する事項）
・中高齢者の雇用の場の確保
・子育て環境の実現
・歴史伝統を後世につなぐ
・住民参加による福祉の拡充
・行政の低コスト化
・産官学連携によるコミュニティビジネス
　の振興

機　会
Opportunity

（その他重視する事項）
・地元企業のアジア進出欲の高まり　　・グリーンツーリズム需要の高まり　　・災害に強いまちづくり
・国際競争力がつく教育需要の高まり　・新幹線計画の具体化

■少子高齢化・生産人口減少　□過疎進行・都市集中
■自然破壊・環境汚染　　　　■伝統文化・祭りの衰退
□情報過疎の深刻化　　　　　□情報技術者の人材難
□高速交通網の整備の遅れ　　□医療従事者不足の深刻化
■国・地方財政の逼迫　　　　□地域住民の共助関係の薄れ

（特に重視する事項）
・コスト効率を考えない公共事業の実施
・プライバシーの侵害
・国の政策への盲従

　　
我

が

ま

ち

脅　威
Threat （その他重視する事項）

・高コストのリゾート建設、博覧会開催　　・安全性を軽視した農産物の生産
・森林、水資源環境を軽視した開発

機　会
Opportunity

（特に重視する事項）
・周遊型グリーンツーリズの需要拡大　　・高速交通、通信網の整備　　・安全食品の産直需要の拡大
・環境ＮＰＯの広域連携　　　　　　　　・福祉専門従事者の養成機関の整備

広
域
圏 脅　威

Threat

（特に重視する事項）
・県の工業技術研究所の縮小計画　　　　・火山災害の発生　　　・生産人口の急減


